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＜連絡事項＞
・なし

＜患者様連絡事項＞

・池野　功一様～尿量管理のため、膀胱留置カテーテル留置。家族へ連絡し、状態改善までLTBセットオムツプラン①開始。家族より緊急時は苦しまない方法をとってほしい、積極的な救急搬送は希望しないと申し出あり。

・隔絶対応解除2名～巴　勇樹様、聖前　富次郎様。野田　敏治様は昨日まで発熱あり、延期となる。

・熊野　文吉様～2/7　10時介護認定調査予定。

＜隔離患者様ケース検討＞
・小林　浩哉様～終日隔離中。他患者様を気にする発言きかれ内容は妄想的。対面時は穏やかな対応。小声での独語はあるが、興奮はない。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

・澤村　彬　様～終日隔離中。食事は早食い傾向ではあるが、かきこむ事無く経過。布団を持って室内を歩いている。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意し、日常生活援助を行っていく。

・中川原　義雄様～終日隔離中、開放観察実施(10:00～12:00、14:00～16:00)。開放中はホールで過ごされ他者交流あり、問題行動はなし。深夜帯でドア蹴りあるが、日中はみられていない。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

・池野　功一様～体温37.4℃→10時36.5℃。痰絡みあり、自力排痰出来ず、吸引施行し黄色痰あり。酸素2Lで酸素飽和濃度98％、感知良好。

　　　　　　　　体幹・両手・左足拘束中、循環障害はない。自力体動なく都度体位交換を行っている。Ba・DIV留置中、ライン弄りなくトラブルない。引き続き精神状態と全身状態の観察を行うとともに、ライントラブル・拘束による身体侵襲が起こらないように観察していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・鳥谷部　洋次様～点滴トラブルなく経過。酸素2Lで酸素飽和濃度94％、痰鳴ない。体温37.8℃→10時37.0℃→14時37.3℃、顔面紅潮ない。疎通良好、不穏さない。バイタルサインや呼吸状態に注意していく。
・嶋守　京子様～微熱あり、食思不振みられ毎食1/4量程度摂取。スタッフに依存的で悲観的言動あり。日常行為に対し促すと、時間をかけて行うことが出来ている。歩行もすり足でゆっくり歩いている。引き続き精神状態の観察をしていき、自傷行為や自殺企図に注意していく。

・寺地　啓喜様～独語みられているが、空笑や興奮はなく経過。幻聴は常にあると話すが、大丈夫だと話している。引き続き精神症状の観察を行い、他者への迷惑行為や粗暴・自傷行為などに注意していく。

・柿本　榮子様～神経症状はとくにみられていない。失禁なく自発的にトイレへ行きは排泄出来ている。トイレから戻る際に他室侵入あり、介入している。引き続き精神症状の観察と他者トラブルがないように介入していくとともに、転倒に注意していく。

・大久保　すい様～発熱なく経過。自室内徘徊し介入にも止めることはできていないが、介入への易怒性はない。他者干渉はなくトラブルはない。多飲水傾向、コップは詰所預かりとなっている。水中毒や他者トラブルに至らないよう注意していく。

・高橋　将一様～澤田　真理様へ距離が近かったり、手を触る行為あるが、逸脱行為はない。見守りと介入をしていき、トラブルがないよう注意していく。

・荒谷　郁子～10時37.5℃→14時37.5℃。体熱感と乾性咳嗽みられている。バイタルサインや呼吸器症状の観察をしていく。

・新町　徳雄様～体温6時38.4℃→10時37.2℃→14時38.4℃。馬渡Dr指示にて9：30　インフルエンザテスト実施し陰性。朝食は覚醒不良により不食、昼食は食事の希望聞かれるがむせ込み強くゼリー2口のみ摂取している。脱水と肺炎の可能性あり、胸部X-P施行。軽度肺炎の所見にて本日夕より食止め内服は継続、点滴24時間キープし抗生剤点滴開始、酸素飽和濃度低下時には適宜酸素投与、尿量管理のため膀胱留置カテーテル挿入し検尿実施、2/6採血と胸部～骨盤に掛けてCT実施、本日18：00再度インフルエンザテスト施行の指示受けている。酸素飽和濃度80％台への低下あり酸素投与開始している。引き続き全身状態の観察・管理と感染予防に努めていく。

・高橋　ミツ様～朝・昼食ともに不食。昨夕のみラコール全量摂取、本日朝・昼摂取出来ていない。服薬は一時拒薬しているが、時間を空けて促すことで内服出来ている。引き続き食事が摂れて内服が出来るよう介入していく。

・小澤　和子様～自室内放尿あり、トイレで排泄せず失禁みられている。トイレ誘導などの介入をしていく。

・近田　雅ニ様～2/3　インフルエンザA型陽性。6時37.1→10時37.3℃。食事は全量摂取出来ている。引き続き発熱状況や呼吸器症状の観察をおこなっていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・三浦　久司様～2/9退院請求の面談実施予定。自室内乱雑さあり、片付ける様、介入している。引き続き、精神症状の観察、身体症状の観察を行っていく。

・藤井　崇史様～「青南病院の宮本武蔵です」など妄想発言あり。気分高揚さみられ、声高さ、眼光の鋭さみられている。スタッフへ訴えあるがしつこさはなし。他者トラブルはなく経過している。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

・坂本　恵様～入院時拝む行為みられていたが、現在はなし。疎通は不良。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

　

・高橋　伸治様～歩行時に腕をひねって歩くことや、食事の際に箸をつまむように持つなどの不自然な行動あり、頭部CTの指示受けている。小声での独語はあるが他者トラブルなし。引き続き、精神症状、身体症状の観察を行い、日中の活動を促していく。

・吉島　知寿子様～手指振戦みられているが日課は支障なく行えている。躁鬱症状もなく経過。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

